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長
秋
詠
藻
　
上

久
安
之（
の
こ
ろ
）比崇
徳
院
に
百
首
歌
め
し
ゝ
時
、
奉
た
て
ま
つ
り
し
歌う
た

春
歌
廿
首

1
　
春は
る
来き

ぬ
と
空そ
ら
に
し
る
き
は
春
日
山
峯
の
朝あ
さ
日
の
気け

色し
き
な
り
け
り

【
題
意
】　
『
長
秋
詠
藻
』
上
巻
。
久
安
の
頃
、
崇
徳
院
が
百
首
歌
を
お
召
し
に
な
っ
た
時
、
詠
ん
で
奉
っ
た
歌
。
春
の
歌
、
二
十
首
の
意
。

「
久
安
…
…
奉
り
し
歌
」
は
、
こ
の
百
首
歌
全
体
を
さ
し
、「
春
歌
廿
首
」
が
、
1
番
歌
か
ら
20
番
歌
ま
で
の
二
十
首
分
の
題
で
あ
る
。

【
歌
意
】　

春
が
来
た
と
空
に
著
し
く
わ
か
る
の
は
、
春
日
山
の
峰
に
さ
し
て
く
る
朝
日
の
様
子
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
な
あ
。

【
語
釈
】　

◇
久
安
の
頃
崇
徳
院
に
百
首
歌
め
し
ゝ
時
、
奉
り
し
歌　
「
久
安
」
は
、
天
養
二
年
（
一
一
四
五
）
七
月
二
十
二
日
に
久
安
と

改
元
し
て
か
ら
久
安
七
年
（
一
一
五
一
）
一
月
二
十
六
日
に
仁
平
と
改
元
す
る
ま
で
の
七
年
間
の
年
号
。「
崇
徳
院
」
は
、
第
七
十
五
代

崇
徳
天
皇
（
一
一
一
九
～
一
一
六
四
、
五
十
六
歳
）
の
譲
位
後
の
呼
称
。
諱
は
顕
仁
。
在
位
は
、
保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
二
月
十
九
日

よ
り
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
十
二
月
七
日
の
十
九
年
間
で
、
五
歳
よ
り
二
十
三
歳
ま
で
の
間
に
あ
た
る
。「
百
首
歌
」
は
、
崇
徳
院
が

当
時
の
歌
人
達
に
詠
進
さ
せ
た
い
わ
ゆ
る
『
久
安
百
首
』。

『
久
安
百
首
』
は
、『
久
安
六
年
御
百
首
』（
群
書
類
従
本
）
あ
る
い
は
『
崇
徳
院
御
百
首
』（
新
編
国
歌
大
観
本
）
と
呼
ば
れ
る
作
品
で
、

群
書
類
従
本
の
題
の
注
記
に
「
是
第
二
度
也
初
度
者
題
同
二
堀
川
百
首
一
」
と
あ
り
、
同
奥
書
に



67 長秋詠藻全評釈　上巻

は
後
の
差
し
替
え
の
作
者
〉。
平
忠
盛
は
俊
成
よ
り
も
年
齢
は
上
だ
が
武
家
歌
人
。
藤
原
公
能
は
俊
成
よ
り
一
歳
年
下
で
は
あ
っ
た
が
正

二
位
参
議
で
身
分
的
に
は
上
臈
で
あ
っ
た
）、
仁
平
二
年
頃
に
部
類
を
終
え
て
奏
覧
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
翌
年
詠
作
者
の
一
人
忠
盛

が
没
し
た
の
で
、
新
た
に
藤
原
隆
季
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
隆
季
の
百
首
を
忠
盛
の
百
首
と
差
し
替
え
、
部
類
し
た
も
の
の
中
に
加
え
、
仁

平
三
年
（
一
一
五
三
）
暮
秋
の
頃
完
成
し
た
。
こ
の
再
度
部
類
し
た
百
首
歌
が
、
保
元
の
乱
の
勃
発
に
よ
っ
て
崇
徳
院
に
進
上
は
で
き
な

か
っ
た
も
の
の
、
現
存
す
る
部
類
本
の
最
終
形
態
で
あ
る
。
俊
成
に
と
っ
て
は
、
百
首
歌
の
作
者
の
一
人
に
指
名
さ
れ
、
さ
ら
に
全
歌
部

類
の
下
命
を
受
け
た
わ
け
で
、
優
れ
た
歌
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
確
信
し
た
に
違
い
な
い
記
念
碑
的
な
作
品
で
あ
っ
た
。
な
お
、

『
久
安
百
首
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、『
谷
山
氏
・
藤
原
俊
成
』『
谷
山
氏
・
千
載
集
と
そ
の
周
辺
』、『
谷
山
氏
・
平
家
の
歌
人
た
ち
』、

『
松
野
氏
・
俊
成
の
研
究
』、『
久
保
田
氏
・
新
古
今
歌
人
の
研
究
』、『
久
安
・
校
本
と
研
究
』、
井
上
宗
雄
氏
「
詞
花
集
を
め
ぐ
る
歌
壇
│

久
安
百
首
な
ど
を
中
心
に
│
」（
平
安
朝
文
学
研
究
、
昭
和
三
十
五
・
四
）、
橋
本
不
美
男
氏
「
久
安
六
年
御
百
首
」（『
群
書
解
題
』
第
七

巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
三
十
五
・
十
一
）、
兼
築
信
行
氏
「
藤
原
定
家
の
家
集
編
纂
意
識
│
建
久
期
良
経
家
歌
壇
と
『
拾
遺
愚

草
』
│
」（
国
文
学
研
究
、
平
成
五
・
三
）
参
照
。　

◇
春
来
ぬ
と　
春
が
来
た
と
。「
ぬ
」
は
完
了
の
意
を
表
す
助
動
詞
。　

◇
空
に
し

る
き
は
　「
し
る
き
」
は
他
か
ら
き
わ
だ
っ
て
い
る
さ
ま
、
著
し
い
さ
ま
を
表
す
形
容
詞
「
し
る
し
」
の
連
体
形
。
式
子
内
親
王
の
歌
に
、

「
春
も
先
づ
し
る
く
み
ゆ
る
は
音
羽
山
峰
の
雪
よ
り
出
づ
る
日
の
色
」（
式
子
内
親
王
集
・
一
）
と
い
う
作
が
あ
る
（
傍
線
筆
者
、
以
下
、

こ
と
わ
ら
な
い
も
の
は
全
て
同
じ
）。　

◇
春
日
山　
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
奈
良
市
春
日
野
町
、
春
日
大
社
の
後
方
に
ひ
か
え

る
山
。
若
草
山
の
南
に
位
置
し
、
御
笠
山
・
長
尾
峰
な
ど
五
峰
よ
り
成
る
。「
冬
過
ぎ
て
春
来き
た

る
ら
し
朝
日
さ
す
春
日
の
山
に
霞
た
な
び

く
（
万
葉
集
・
巻
第
十
秋
雑
歌
・
一
八
四
四
・
作
者
未
詳
）。　

◇
気
色　
様
子
。
人
間
・
自
然
・
事
物
な
ど
の
外
面
の
様
子
、
ま
た
外
見

か
ら
受
け
る
感
じ
を
い
う
語
。
け
は
い
。

【 

評 

】　
［
部
類
本
］「
春
歌
上
・
立
春
」（
九
）。

百
首
歌
の
巻
頭
歌
と
し
て
の
立
春
詠
。
迎
春
の
喜
び
を
詠
ん
だ
歌
。

康
本
云
治
之
比
賜
レ
題
。
久
安
六
年
各
詠
進
畢
。

仁
平
三
年
暮
秋
之
比
。
依
二
別
御
気
色
一
部
類
畢
。
左
京
大
夫
顕
広
。

此
百
首
。
先
人
乍
レ
置
二
数
輩
上
臈
一
。
奉
レ
仰
部
類
。
一
度
奏
覧
之
後
。
隆
季
朝
臣
進
上
歌
可
二
切
入
一
之
由
被
レ
仰
。
返
給
之
間
。

有
二
保
元
事
一
不
レ
能
二
奏
覧
一
。（
以
下
略
）

と
あ
り
（「
顕
広
」「
先
人
」
は
共
に
俊
成
を
さ
す
）、
ま
た
、
俊
成
晩
年
の
書
『
正
治
奏
状
』
に
、

崇
徳
院
の
百
首
の
た
び
、
公
能
の
右
大
臣
三
十
の
齢
に
て
候
き
。
こ
の
老
入
道
、
位
の
か
ず
な
ら
ぬ
非
人
に
て
候
し
か
ど
も
、
ま
た

三
十
の
齢
に
て
は
じ
め
の
と
し
の
中
に
ま
か
り
入
り
て
候
き
。
そ
の
年
の
初
め
に
は
、
御
製
の
外
十
三
人
、
公
行
・
公
能
・
行
宗
・

教
長
・
顕
輔
等
の
卿
、
忠
盛
、
又
、
親
隆
等
の
朝
臣
、
僧
覚
雅
、
老
入
道
、
女
房
堀
川
・
兵
衛
・
安
芸
・
小
大
進
、
こ
れ
ら
に
は
そ

の
た
び
講
ぜ
ら
る
ゝ
事
遅
く
候
し
ほ
ど
に
、
公
行
・
行
宗
・
覚
雅
三
人
ま
か
り
か
く
れ
候
に
し
か
は
り
に
加
は
り
候
し
三
人
、
隆

季
・
清
輔
・
実
清
こ
れ
ら
に
候
。（
久
松
潜
一
氏
編
校
『
歌
論
集 

一
』〈
三
弥
井
書
店
、
昭
和
四
十
六
・
二
〉
所
収
の
『
正
治
二
年
俊

成
卿
和
字
奏
状
』
に
よ
る
。「
女
房
堀
川
」
は
「
待
賢
門
院
堀
河
」。
以
下
、「
堀
川
」
は
全
て
「
堀
河
」
に
統
一
し
て
表
記
し
た
い
）

と
記
述
さ
れ
て
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
の
成
立
事
情
が
知
ら
れ
る
。
崇
徳
院
に
よ
っ
て
企
図
さ
れ
た
二
度
目
の
百
首
歌
で
、
康
治

二
年
（
一
一
四
三
）
頃
に
題
が
下
賜
さ
れ
、
最
初
、
藤
原
公
行
・
同
公
能
・
同
行
宗
・
同
教
長
・
同
顕
輔
・
平
忠
盛
・
藤
原
親
隆
・
僧
覚

雅
・
老
入
道
つ
ま
り
俊
成
・
待
賢
門
院
堀
河
・
上
西
門
院
兵
衛
・
待
賢
門
院
安
芸
・
小
大
進
の
十
三
人
が
詠
作
者
と
し
て
召
さ
れ
た
が
、

途
中
、
公
行
・
行
宗
・
覚
雅
の
三
人
が
没
し
、
新
た
に
藤
原
隆
季
（
実
は
季
通
）・
同
清
輔
・
同
実
清
の
三
人
が
加
え
ら
れ
、
崇
徳
院
自

身
も
百
首
を
詠
ん
で
い
る
の
で
、
結
局
十
四
人
の
作
者
に
よ
っ
て
出
来
た
作
品
で
あ
る
。
一
応
の
完
成
は
書
名
に
な
っ
て
い
る
久
安
六
年

（
一
一
五
〇
）
で
あ
り
、
こ
の
年
崇
徳
院
に
奏
覧
さ
れ
た
。
康
治
二
年
に
題
が
下
賜
さ
れ
た
と
し
て
、
俊
成
の
三
十
歳
か
ら
三
十
七
歳
の

年
に
あ
た
る
。
こ
の
後
、
仁
平
初
年
（
一
一
五
一
）
に
、
俊
成
が
、
数
輩
の
上
臈
を
さ
し
お
い
て
全
歌
を
部
類
す
る
よ
う
に
と
の
命
を
受

け
（
俊
成
よ
り
年
輩
の
歌
人
に
、『
詞
花
集
』
の
撰
者
顕
輔
を
筆
頭
に
し
て
藤
原
清
輔
・
同
親
隆
・
同
教
長
ら
が
い
た
〈
た
だ
し
、
清
輔
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勅
撰
2
）
な
ど
が
拾
い
出
せ
る
。
ま
た
、
空
が
冴
え
る
と
詠
む
も
の
（
千
載
2
・
新
勅
撰
1
）、
空
が
匂
う
と
詠
む
も
の
（
千
載
1
・
新

古
今
1
）、
空
が
澄
む
と
詠
む
も
の
（
新
古
今
2
）
な
ど
も
あ
り
、
こ
の
時
代
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
空
の
気
色
に
か
か
わ
る
も
の
が
詠

ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
俊
成
は
そ
う
し
た
時
代
の
雰
囲
気
を
取
り
込
む
か
た
ち
で
、
春
日
山
の
峰
に
朝
日
の
さ
す
空
の
気
色

に
敏
感
に
反
応
し
た
立
春
詠
を
な
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。『
木
船
氏
・
久
安
全
釈
』
は
、［
本
歌
・
本
説
・
証
歌
］
の
項
に
、「
春
立
つ
と

い
は
せ
も
は
て
ず
朝
ま
だ
き
風
の
け
し
き
ぞ
ま
づ
か
は
り
け
る
」（
堀
河
百
首
・
立
春
・
六
・
顕
仲
）
を
あ
げ
て
い
る
。
錦
仁
氏
『
式
子

内
親
王
全
歌
集
』（
桜
楓
社
、
昭
和
五
十
七
・
十
）
は
、
一
番
歌
（
前
引
の
式
子
内
親
王
歌
）
の
頭
注
に
、
俊
成
歌
と
と
も
に
藤
原
定
家

の
「
久
方
の
雲
居
は
る
か
に
出
づ
る
日
の
け
し
き
も
し
る
き
春
は
来
に
け
り
」（
拾
遺
愚
草
・
七
〇
一
）
を
参
考
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

式
子
歌
は
、
詠
作
に
お
け
る
発
想
の
仕
方
・
一
首
全
体
の
構
成
と
も
に
俊
成
当
該
歌
に
類
似
す
る
点
が
多
く
、
俊
成
歌
の
受
容
の
も
と
に

詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
た
だ
し
、
俊
成
歌
が
春
が
先
ず
越
え
て
来
る
と
い
う
京
都
の
東
に
位
置
す
る
音
羽
山
で
は

な
く
、
奈
良
の
春
日
山
を
詠
み
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
内
親
王
と
は
異
な
る
俊
成
に
お
け
る
藤
原
氏
へ
の
帰
属
意
識
を
読
み
と
る
べ
き

で
あ
る
。

『
続
拾
遺
集
』（
巻
第
一
春
歌
上
・
三
・
詞
書
「
久
安
六
年
崇
徳
院
に
百
首
歌
奉
り
け
る
時
、
春
の
は
じ
め
の
歌
」、
初
句
「
春
た
つ

と
」）
に
入
集
。

2　

 

霞
続
後

立た

ち
雪
も
消き

え
ぬ
や
み
吉よ
し
野の

のゝ
み
か
き
が
原は
ら
に
若わ
か
菜な

摘つ

み
て
む

【
歌
意
】　

春
霞
が
立
っ
て
、
雪
も
消
え
た
よ
。
さ
あ
、
吉
野
の
み
か
き
が
原
で
若
菜
を
摘
も
う
。

【
語
釈
】　

◇
続
後　
『
続
後
撰
集
』
ま
た
は
『
続
後
拾
遺
集
』
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
集
付
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
と
お
り
『
続

迎
春
を
言
祝
ぐ
場
所
と
し
て
「
春
日
山
」
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
と
、
春
の
兆
し
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
「
峯
の
朝
日
の
気
色
」
が

詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
せ
ら
れ
る
。
春
日
山
は
、
そ
の
裾
野
に
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
春
日
大
社
が
鎮
座
す
る
地
で
あ
り
、
和
歌
で

は
藤
原
氏
を
暗
示
す
る
よ
う
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、「
峰
高
き
春
日
の
山
に
出
づ
る
日
は
く
も
る
時
な
く
照
ら
す
べ
ら
な

り
」（
古
今
集
・
巻
第
七
賀
歌
・
三
六
四
・
藤
原
因
香
）
と
い
う
歌
な
ど
が
そ
の
典
型
。
こ
の
歌
は
醍
醐
天
皇
と
藤
原
穏
子
と
の
間
に
皇

子
が
生
ま
れ
た
と
き
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
、「
春
日
の
山
」
で
藤
原
氏
を
、「
出
づ
る
日
」
で
生
ま
れ
た
皇
子
を
暗
示
す
る
。
俊
成
の
遠
祖

は
御
堂
関
白
藤
原
道
長
の
六
男
御
子
左
大
納
言
長
家
に
あ
た
る
。
そ
の
子
忠
家
は
大
納
言
、
さ
ら
に
そ
の
子
俊
忠
つ
ま
り
俊
成
の
父
も
中

納
言
に
至
っ
た
が
、
五
十
三
歳
（
ま
た
は
五
十
一
歳
）
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
尊
卑
分
脈
・
公
卿
補
任
）。
そ
の
時
俊
成
は
わ
ず
か

に
十
歳
で
あ
り
、
以
後
の
彼
の
官
位
昇
進
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
た
か
た
ち
に
な
っ
た
。
姉
の
嫁
ぎ
先
葉
室
顕
頼
の
養
子
と
な
り
、
十
四
歳
で

叙
爵
し
官
界
に
身
を
投
じ
る
が
、
こ
の
「
久
安
百
首
」
詠
進
時
の
三
十
七
歳
に
は
、
未
だ
正
五
位
下
丹
後
守
に
甘
ん
じ
て
い
た
。
衰
え
た

家
柄
と
は
い
え
藤
原
氏
北
家
に
連
な
る
俊
成
が
、
百
首
歌
の
巻
頭
に
春
日
山
を
置
い
た
こ
と
は
意
味
深
い
と
い
え
よ
う
。

「
峯
の
朝
日
の
気
色
」
に
よ
っ
て
春
の
兆
し
を
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
歌
人
た
ち
が
空
の
気
色
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い

た
こ
と
と
深
く
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
。「
ほ
の
ぼ
の
と
春
こ
そ
空
に
き
に
け
ら
し
天
の
か
ぐ
山
霞
た
な
び
く
」（
新
古
今
集
・
巻
第
一
春
歌

上
・
二
・
後
鳥
羽
院
）
や
、「
春
霞
か
す
み
し
空
の
名
残
り
さ
へ
今
日
を
限
り
の
別
な
り
け
り
」（
新
古
今
集
・
巻
第
八
哀
傷
歌
・
七
六

六
・
藤
原
良
経
）
な
ど
が
注
目
で
き
、
時
代
は
下
る
が
『
徒
然
草
』
に
、「
こ
の
世
の
ほ
だ
し
持
た
ら
ぬ
身
に
、
た
ゞ
空
の
名
残
り
の
み

ぞ
惜
し
き
」（
新
古
典
大
系
本
・
二
十
段
）
と
、「
空
の
名
残
」
に
執
着
し
た
僧
の
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
段
が
あ
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』

第
一
巻
の
索
引
に
よ
っ
て
八
代
集
お
よ
び
『
新
勅
撰
集
』
を
検
索
し
て
み
て
も
、「
あ
か
つ
き
の
そ
ら
」（
千
載
1
・
新
古
今
1
）、「
あ
け

が
た
の
そ
ら
」（
千
載
1
・
新
古
今
3
・
新
勅
撰
4
）、「
あ
け
ぼ
の
の
そ
ら
」（
金
葉
1
・
千
載
2
・
新
古
今
4
・
新
勅
撰
2
）、「
あ
り
あ

け
の
そ
ら
」（
詞
花
1
・
千
載
4
・
新
古
今
1
・
新
勅
撰
4
）、「
く
れ
が
た
の
そ
ら
」（
千
載
1
）、「
は
る
の
（
み
）
そ
ら
」（
金
葉
1
・

千
載
1
・
新
古
今
1
・
新
勅
撰
1
）、「
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
そ
ら
」（
千
載
5
・
新
古
今
11
・
新
勅
撰
2
）、「
そ
ら
の
け
し
き
」（
新
古
今
2
・
新


